
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透液性表面シートと、不透液性裏面シートと、前記表裏面シートの間に介在する吸液性
コアとから構成され、縦方向に前胴周り域と、後胴周り域と、前記前後胴周り域の間に位
置する股下域とを備え、前記表面シートを内側にして前記前後胴周り域の両側縁部が互い
に固着されて胴周り開口と左右一対の脚周り開口とが画成され、それら開口の周り方向へ
弾性的な伸縮性を有するおむつの前記裏面シートの外面に前記おむつを丸めておくことが
可能な止着用テープが取り付けられたパンツ型の使い捨ておむつにおいて、
　前記止着用テープが、前記前胴周り域と前記後胴周り域との少なくとも一方における前
記両側縁部に配置され、前記止着用テープ各々が、前記両側縁部と並行して前記縦方向へ
延びる第１部分と、前記第１部分の所要の部位から分岐して前記縦方 延びる第２部分
とから形成され、前記第１部分の縦方向両端部が、前記胴周り開口の縁部近傍と前記脚周
り開口の縁部近傍とに固着され、
　

おむつ。
【請求項２】
　 請求項１記
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前記第２部分が、前記第１部分の中央部の外面から分岐して前記第１部分と並行するよ
うに前記胴周り開口と前記脚周り開口とのいずれか一方の縁部へ向って延び、丸められた
前記おむつの外周面に係脱可能な係着域が、前記第１部分の外面と対向する前記第２部分
の対向面に形成され、前記第２部分の対抗面が、前記係着域を介して前記第１部分の外面
に剥離可能に仮着されている前記

前記止着用テープが、可撓性を有する非伸縮性のプラスチックシートである



載のおむつ。
【請求項３】
　前記係着域 請求項１または請求項２記載のおむつ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、使用後に丸めて廃棄するための止着用テープを備えた体液吸収性着用物品に
関する。
【０００２】
【従来の技術】
　特開平９－２５３１２３号公報は、表面シートと裏面シートとの間にコアが介在し、前
胴周り域と、後胴周り域と、それら両域間に位置する股下域とを有するおむつの前後胴周
り域いずれかの裏面シートの外面におむつを丸めておくことが可能な一条の止着用テープ
が取り付けられており、止着用テープの長手方向中央部がおむつに固着され、止着用テー
プの左右側端部が左右各胴周り方向へ伸展可能に折り重ねられた使い捨ておむつを開示し
ている。左右各側部には、折り重ねられた状態を保持するための粘着域が形成されている
。
【０００３】
　特開平９－２５３１２４号公報は、表面シートと裏面シートとの間にコアが介在し、前
胴周り域と、後胴周り域と、それら両域間に位置する股下域とを有するおむつの前後胴周
り域いずれかの裏面シートの外面におむつを丸めておくことが可能な止着用テープが取り
付けられ、止着用テープが、おむつの胴周り方向へ互いに平行して延び、上下方向へ離間
する少なくとも２条の粘着テープによって構成された使い捨ておむつを開示している。
【０００４】
　それらおむつの廃棄時では、両側縁部各々から横方向へ丸められたおむつの中央部外周
面に止着用テープが巻き付けられ、止着用テープに塗布された粘着剤を介して止着用テー
プがおむつの外周面に止着される。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　それら公報に開示されたおむつは、丸められたおむつの中央部を止着用テープで括るこ
とにより、おむつの丸められた状態を保持することができる。しかし、それらおむつでは
、止着用テープを利用しておむつの胴周り開口を塞ぐことはできないので、おむつが横方
向へ丸められたとしても、依然として胴周り開口が口を開けたままであり、排泄物や臭気
が胴周り開口から漏れてしまうことがある。
【０００６】
　本発明の課題は、廃棄時に胴周り開口や脚周り開口から排泄物や臭気が漏れることがな
いように丸めておくことができるパンツ型の使い捨ておむつを提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　前述した課題を解決するための本発明は、透液性表面シートと、不透液性裏面シートと
、前記表裏面シートの間に介在する吸液性コアとから構成され、縦方向に前胴周り域と、
後胴周り域と、前記前後胴周り域の間に位置する股下域とを備え、前記表面シートを内側
にして前記前後胴周り域の両側縁部が互いに固着されて胴周り開口と左右一対の脚周り開
口とが画成され、それら開口の周り方向へ弾性的な伸縮性を有するおむつの前記裏面シー
トの外面に前記おむつを丸めておくことが可能な止着用テープが取り付けられたパンツ型
の使い捨ておむつを改良することにある。
【０００８】
　改良にかかる本発明の特徴は、前記止着用テープが、前記前胴周り域と前記後胴周り域
との少なくとも一方における前記両側縁部に配置され、前記止着用テープ各々が、前記両
側縁部と並行して前記縦方向へ延びる第１部分と、前記第１部分の所要の部位から分岐し
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には、粘着剤が塗布されている



て前記縦方向と横方向とのいずれか一方へ延びる第２部分とから形成され、前記第１部分
の縦方向両端部が、前記胴周り開口の縁部近傍と前記脚周り開口の縁部近傍とに固着され
、

されていることにある。
【０００９】
【００１０】
【００１１】
【００１２】
【００１３】
【００１４】
　本発明の実施の態様 例としては、前記止着用テープが、可撓性を有する非伸縮性の
プラスチックシートである。
【００１５】
　本発明の実施の態様の他の一例としては、粘着剤が、前記係着域に塗布されている。
【００１６】
【発明の実施の形態】
　添付の図面を参照して、本発明に係るパンツ型の使い捨ておむつの詳細を説明すると、
以下のとおりである。
【００１７】
　図１，２は、後胴周り域２２の側から示す使い捨ておむつ１の部分破断斜視図と、図１
のＡ－Ａ線断面図とであり、一方の止着テープ１２を剥離シート１５から剥離させた状態
を仮想線で示す。おむつ１は、透液性表面シート２と、不透液性裏面シート３と、表面シ
ート２と裏面シート３との間に介在し、表面全域が透水性のティッシュペーパー５に被覆
、接合された吸液性コア４とを主要な構成部材とする。ティッシュペーパー５は、表面シ
ート２と裏面シート３との少なくとも一方の内面に接合されている。
【００１８】
　おむつ１は、縦方向に前胴周り域３０と、後胴周り域３２と、前後胴周り域３０，３２
の間に位置する股下域３１とを有する。おむつ１では、前後胴周り域３０，３２において
縦方向へ延びる両側縁部１ａ，１ｂが合掌状に重なり合い、容易に剥離することがないよ
うに固着、一体化されて胴周り開口６と左右一対の脚周り開口７とが画成されている。
【００１９】
　胴周り開口６の縁部８全周には、複数条の胴周り用弾性伸縮性部材１０が表面シート２
と裏面シート３との間に介在し、表面シート２と裏面シート３との少なくとも一方の内面
に伸長状態で取り付けられている。脚周り開口７の縁部９全周には、複数条の脚周り用弾
性伸縮性部材１１が表面シート２と裏面シート３との間に介在し、表面シート２と裏面シ
ート３との少なくとも一方の内面に伸長状態で取り付けられている。おむつ１では、胴周
り開口６と脚周り開口７との縁部８，９がそれら開口６，７の周り方向へ弾性的な伸縮性
を有する。図１では、弾性部材１０，１１各々の伸長状態が解除され、胴周り開口６と脚
周り開口７との縁部８，９に沿ってギャザーが形成されている。
【００２０】
　後胴周り域３２の両側縁部１ａ，１ｂにおける裏面シート３の外面には、おむつ１の丸
められた状態を保持するための一対の止着用テープ１２が配置されている。止着用テープ
１２各々は、可撓性を有する非伸縮性のプラスチックシートであり、おむつ１の両側縁部
１ａ，１ｂと並行して縦方向へ延びる第１部分１２ａと、第１部分１２ａの外面から分岐
し、第１部分１２ａと平行するように胴周り開口６の縁部８へ向って延びる第２部分１２
ｂとから形成されている。
【００２１】
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前記第２部分が、前記第１部分の中央部の外面から分岐して前記第１部分と並行するよ
うに前記胴周り開口と前記脚周り開口とのいずれか一方の縁部へ向って延び、丸められた
前記おむつの外周面に係脱可能な係着域が、前記第１部分の外面と対向する前記第２部分
の対向面に形成され、前記第２部分の対抗面が、前記係着域を介して前記第１部分の外面
に剥離可能に仮着

の一



　第１部分１２ａは、胴周り開口６の縁部８と脚周り開口７の縁部９とに位置する縦方向
両端部１２ａ２ と、縦方向両端部１２ａ２ の間に延びる中央部１２ａ１ とを有する。第１
部分１２ａの縦方向両端部１２ａ２ は、胴周り開口６と脚周り開口７との縁部８，９に取
り付けられた弾性部材１０，１１各々につながり、容易に剥離することがないように裏面
シート３の外面に接着剤１４を介して固着されている。縦方向両端部１２ａ２ は、胴周り
用弾性部材１０と脚周り用弾性部材１１との複数本につながっていることが好ましいが、
それら弾性部材１０，１１のうちの少なくとも１本につながっていればよい。第１部分１
２ａの外面には、その中央部１２ａ１ から縦方向端部１２ａ２ へ至る部分にプラスチック
製の剥離シート１５が接着剤１６を介して固着されている。
【００２２】
　第２部分１２ｂは、第１部分１２ａの中央部１２ａ１ から分岐し、第１部分１２ａの外
面に接着剤１７を介して固着された固定端部１２ｂ２と、内面に粘着剤１８が塗布された
自由端部１２ｂ１とを有する。第２部分１２ｂの自由端部１２ｂ１は、第１部分１２ａに
固着された剥離シート１５に粘着剤１８を介して剥離可能に仮着されている。第２部分１
２ｂのその延びた先端には、粘着剤が塗布されていない摘持部１３が形成されている。止
着用テープ１２は、第２部分１２ｂの自由端部１２ｂ１が丸められたおむつ１の裏面シー
ト３の外面に係脱可能な係着域となる。
【００２３】
　止着用テープ１２は、第２部分１２ｂの自由端部１２ｂ１ を剥離シート１５から剥がす
と、図１に仮想線で示す状態となる。第１部分１２ａの中央部１２ａ１ と第２部分１２ｂ
の自由端部１２ｂ１ とは、撓みや捩れ等の変形が可能である。
【００２４】
　図３は、廃棄するために丸められた図１のおむつ１の斜視図である。おむつ１は、前胴
周り域３０を内側にし、股下域３１から胴周り開口６へ向かって縦方向へ丸められている
。丸められたおむつ１は、胴周り開口６が外側に位置している。
【００２５】
　丸められたおむつ１の外周面には、おむつ１の横方向外方へ延びた第１部分１２ａと第
２部分１２ｂとがおむつ１の横方向から捲き付き、第２部分１２ｂの自由端部１２ｂ１ が
粘着剤１８を介して裏面シート３の外面に止着されている。図では、胴周り開口６と脚周
り開口７との縁部８，９各々の一部がおむつ１の横方向内方へ折り曲げられている。
【００２６】
　丸められたおむつ１に止着用テープ１２を止着するときには、摘持部１３を指で摘持し
て第２部分１２ｂを剥離シート１８から剥がし、止着用テープ１２をおむつ１の横方向外
方へ引っ張りながら、第２部分１２ｂの自由端部１２ｂ１ を裏面シート３の外面に押し付
ける。
【００２７】
　止着用テープ１２各々をおむつ１の横方向外方へ引っ張ると、第１部分１２ａの縦方向
両端部１２ａ２ につながる胴周り用弾性部材１０と脚周り用弾性部材１１とがおむつ１の
横方向外方へ引っ張られて伸長する。伸長した弾性部材１０，１１各々の張力は、胴周り
開口と６脚周り開口７とを閉じるようにそれら開口６，７の縁部８，９を圧迫する。丸め
られたおむつ１では、止着テープ１２各々によって丸められた状態が保持されるとともに
、弾性部材１０，１１各々の張力によって胴周り開口６と脚周り開口７との閉塞状態が保
持され、それら開口６，７が口を開けることはなく、排泄物や臭気がそれら開口６，７か
ら漏れてしまうことがない。
【００２８】
　図４，５は、他の実施の形態の後胴周り域の側から示すおむつ１の部分破断斜視図と、
図４の 線断面図とであり、一方の止着テープ１２を剥離シート１５，２０各々から
剥離させた状態を仮想線で示す。おむつ１は、透液性表面シート２と不透液性裏面シート
３との間に、ティッシュペーパー５に被覆、接合された吸液性コア４が介在し、前後胴周
り域３０，３２の両側縁部１ａ，１ｂが合掌状に重なり合い、容易に剥離することがない
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ように固着、一体化されて胴周り開口６と左右一対の脚周り開口７とが画成されている。
【００２９】
　後胴周り域３２における胴周り開口６の縁部８には、複数条の胴周り用弾性部材１０が
伸長状態で取り付けられ、脚周り開口７の縁部９全周には、複数条の脚周り用弾性部材１
１が伸長状態で取り付けられている。
【００３０】
　後胴周り域３２の両側縁部１ａ，１ｂにおける裏面シート３の外面には、一対の止着用
テープ１２が配置されている。止着用テープ１２各々は、可撓性を有する非伸縮性のプラ
スチックシートであり、おむつ１の両側縁部１ａ，１ｂと並行して縦方向へ延びる第１部
分１２ａと、第１部分１２ａの外面から分岐し、第１部分１２ａと平行するように脚周り
開口７の縁部９へ向って延びる第２部分１２ｂとから形成されている。
【００３１】
　第１部分１２ａは、縦方向両端部１２ａ２ と中央部１２ａ１ とを有し、中央部１２ａ１

がおむつ１の横方向外方へ向かって凸となるように曲折して延びている。第１部分１２ａ
の縦方向両端部１２ａ２ は、胴周り開口６と脚周り開口７との縁部８，９に取り付けられ
た弾性部材１０，１１各々につながり、容易に剥離することがないように裏面シート３の
外面に接着剤１４を介して固着されている。
【００３２】
　第１部分１２ａの外面には、中央部１２ａ１ から縦方向端部１２ａ２ へ至る部分にプラ
スチック製の剥離シート１５が接着剤１６を介して固着されている。第１部分１２ａの中
央部１２ａ１ の内面には、粘着剤１９が塗布されている。裏面シート３の外面には、第１
部分１２ａの中央部１２ａ１ を仮着しておくことが可能な剥離シート２０が接着剤２１を
介して固着され、第１部分１２ａの中央部１２ａ１ の内面が剥離シート２０に粘着剤１９
を介して剥離可能に仮着されている。
【００３３】
　第２部分１２ｂは、第１部分１２ａの中央部１２ａ１ から分岐し、第１部分１２ａの外
面に接着剤１７を介して固着された固定端部１２ｂ２ と、内面に粘着剤１８が塗布された
自由端部１２ｂ１ とを有する。第２部分１２ｂの自由端部１２ｂ１ は、第１部分１２ａに
固着された剥離シート１５に粘着剤１８を介して剥離可能に仮着されている。第２部分１
２ｂのその延びた先端には、粘着剤が塗布されていない摘持部１３が形成されている。止
着用テープ１２は、第１部分１２ａの中央部１２ａ１ と第２部分１２ｂの自由端部１２ｂ

１ とが丸められたおむつ１の裏面シート３の外面に係脱可能な係着域となる。
【００３４】
　図６は、廃棄するために丸められた図４のおむつ１の斜視図である。おむつ１は、股下
域３１から胴周り開口６へ向かって、胴周り開口６が外側となるように縦方向へ丸められ
ている。
【００３５】
　丸められたおむつ１の外周面には、おむつ１の横方向外方へ延びた第１部分１２ａと第
２部分１２ｂとが横方向から捲き付き、第１部分１２ａの中央部１２ａ１ の内面と第２部
分１２ｂの自由端部１２ｂ１ の内面とが粘着剤１８，１９を介して裏面シート３の外面に
止着されている。
【００３６】
　丸められたおむつ１は、弾性部材１０，１１各々の張力によって胴周り開口６と脚周り
開口７との閉塞状態が保持され、それら開口６，７が口を開けることはないので、排泄物
や臭気がそれら開口６，７から漏れてしまうことがない。
【００３７】
　おむつ１では、第１部分１２ａの中央部１２ａ１ と第２部分１２ｂの自由端部１２ｂ１

とが係着域となり、かつ、第１部分１２ａがおむつ１の横方向外方へ凸となるように曲折
して延びているので、第１部分１２ａの中央部１２ａ１ に粘着剤が塗布されていない場合
や第１部分１２ａが直状に延びる場合と比較し、裏面シート３の外面に対する係着力を向
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上させることができ、裏面シート３の外面に止着した止着テープ１２が不用意に剥がれて
しまうことを防ぐことができる。
【００３８】
　図７，８は、他の 後胴周り域の側から示すおむつ１の部分破断斜視図と、図７
のＣ－Ｃ線断面図とであり、図９は、図７のＤ－Ｄ線断面図である。図７では、一方の止
着テープ１２を剥離シート２０から剥離させた状態を仮想線で示す。おむつ１は、透液性
表面シート２と不透液性裏面シート３との間に、ティッシュペーパー５に被覆、接合され
た吸液性コア４が介在し、前後胴周り域３０，３２の両側縁部１ａ，１ｂが合掌状に重な
り合い、容易に剥離することがないように一体化されて胴周り開口６と左右一対の脚周り
開口７とが画成されている。
【００３９】
　胴周り開口６の縁部８全周には、複数条の胴周り用弾性部材１０が伸長状態で取り付け
られ、脚周り開口７の縁部９全周には、複数条の脚周り用弾性部材１１が伸長状態で取り
付けられている。
【００４０】
　後胴周り域３２の両側縁部１ａ，１ｂにおける裏面シート３の外面には、一対の止着用
テープ 配置されている。止着用テープ１２各々は、可撓性を有する非伸縮性のプラ
スチックシートであり、おむつ１の両側縁部１ａ，１ｂに並行して縦方向へ延びる第１部
分１２ａと、第１部分１２ａから分岐して延びる第２部分１２ｂとから形成されている。
【００４１】
　第１部分１２ａは、縦方向両端部１２ａ２ と中央部１２ａ１ とを有し、中央部１２ａ１

がおむつ１の横方向外方へ向かって凸となるように曲折して延びている。第１部分１２ａ
の縦方向両端部１２ａ２ は、胴周り開口６と脚周り開口７との縁部８，９に取り付けられ
た弾性部材１０，１１各々につながり、容易に剥離することがないように裏面シート３の
外面に接着剤１４を介して固着されている。
【００４２】
　第２部分１２ｂは、第１部分１２ａの中央部１２ａ１ からおむつ１の横方向外方へ向っ
て延びている。第１部分１２ｂの中央部１２ａ１ の内面と第２部分１２ｂの内面とには粘
着剤１９が塗布されている。裏面シート３の外面には、第１部分１２ｂの中央部１２ａ１

と第２部分１２ｂとを仮着しておくことが可能なプラスチック製の剥離シート２０が接着
剤２１を介して固着され、第１部分１２ｂの中央部１２ａ１ の内面と第２部分１２ｂの内
面とが剥離シート２０に粘着剤１９を介して剥離可能に仮着されている。第２部分１２ｂ
のその延びた先端には、粘着剤が塗布されていない摘持部１３が形成されている。
【００４３】
　図１０は、廃棄するために丸められた図７のおむつ１の斜視図である。おむつ１は、股
下域３１から胴周り開口６へ向かって、胴周り開口６が外側となるように縦方向へ丸めら
れている。
【００４４】
　丸められたおむつ１の外周面には、おむつ１の横方向外方へ延びた第１部分１２ａと第
２部分１２ｂとが捲き付けられ、第１部分１２ｂの中央部１２ａ１ の内面と第２部分１２
ｂの内面とが粘着剤１９を介して裏面シート３の外面に止着されている。
【００４５】
　丸められたおむつ１は、弾性部材１０，１１各々の張力によって胴周り開口６と脚周り
開口７との閉塞状態が保持され、それら開口６，７が口を開けることはないので、排泄物
や臭気がそれら開口６，７から漏れてしまうことがない。
【００４６】
　図１１，１２は、他の 後胴周り域の側から示すおむつ１の部分破断斜視図と、
図１１のＥ－Ｅ線断面図とであり、図１３は、図１１のＦ－Ｆ線断面図である。図１１で
は、一方の止着テープ１２の第２部分１２ｂを横方向外方へ伸展させた状態を仮想線で示
す。おむつ１は、透液性表面シート２と不透液性裏面シート３との間に、ティッシュペー
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パー５に被覆、接合された吸液性コア４が介在し、前後胴周り域３０，３２の両側縁部１
ａ，１ｂが合掌状に重なり合い、容易に剥離することがないように一体化されて胴周り開
口６と左右一対の脚周り開口７とが形成されている。
【００４７】
　後胴周り域３２における胴周り開口６の縁部８には、複数条の胴周り用弾性部材１０が
伸長状態で取り付けられ、脚周り開口部７の縁部９全周には、複数条の脚周り用弾性部材
１１が伸長状態で取り付けられている。
【００４８】
　後胴周り域３２の両側縁部１ａ，１ｂにおける裏面シート３の外面には、一対の止着用
テープ 配置されている。止着用テープ１２各々は、可撓性を有する非伸縮性のプラ
スチックシートであり、おむつ１の両側縁部１ａ，１ｂに並行して縦方向へ延びる第１部
分１２ａと、第１部分１２ａから分岐して延びる第２部分１２ｂとから形成されている。
【００４９】
　第１部分１２ａは、縦方向両端部１２ａ２ と中央部１２ａ１とを有する。第１部分１２
ａの縦方向両端部１２ａ２ は、胴周り開口６と脚周り開口７との縁部８，９に取り付けら
れた弾性部材１０，１１各々につながり、容易に剥離することがないように裏面シート３
の外面に接着剤１４を介して固着されている。
【００５０】
　第２部分１２ｂは、図１１に仮想線で示すように、第１部分１２ａの中央部１２ａ１か
らおむつ１の横方向外方へ向って延びている。第２部分１２ｂは、横方向外方へ伸展可能
なように２つに折り重ねられている。第２部分１２ｂには、その内面と外面の所要の部位
とに粘着剤１９が塗布され、折り重ねられた状態が粘着剤１９によって保持されている。
第２部分１２ｂは、折り重ねられたときに粘着剤１９と対向する面が剥離容易に表面処理
されている。第２部分１２ｂのその延びた先端には、粘着剤が塗布されていない摘持部１
３が形成されている。
【００５１】
　止着用テープ１２は、第２部分１２ｂの摘持部１３を指で摘持し、第２部分１２ｂをお
むつ１の横方向外方へ引っ張ると、第２部分１２ｂがおむつ１の横方向外方へ伸展する。
【００５２】
　図１４は、廃棄するために丸められた図１１のおむつ１の斜視図である。おむつ１は、
股下域３１から胴周り開口６へ向かって、胴周り開口６が外側となるように縦方向へ丸め
られている。
【００５３】
　丸められたおむつ１の外周面には、おむつ１の横方向外方へ延びた第１部分１２ａと第
２部分１２ｂとが捲き付けられ、第２部分１２ｂの内面が粘着剤１９を介して裏面シート
３の外面に止着されている。
【００５４】
　丸められたおむつ１は、弾性部材１０，１１各々の張力によって胴周り開口６と脚周り
開口７との閉塞状態が保持され、それら開口６，７が口を開けることはないので、排泄物
や臭気がそれら開口６，７から漏れてしまうことがない。おむつ１は、第２部分１２ｂが
２つに折り重ねられているので、第２部分１２ｂがおむつ１の横方向外方へ長く延出する
ことがない。
【００５５】
　表面シート２には、不織布や開孔プラスチックフィルム等の透液性のシート、好ましく
は透液性であって親水性のシートが使用される。裏面シート３には、疎水性不織布、不透
液性のプラスチックフィルムまたは疎水性不織布とプラスチックフィルムとのラミネート
シート、好ましくは通気不透液性のシートが使用される。また、裏面シート３としては、
高い耐水性を有するメルトブローン不織布の両シート面を、高い強度を有しかつ柔軟性に
富んだスパンボンド不織布のシート面で挟んだ複合不織布（ＳＭＳ不織布）を使用するこ
ともできる。
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【００５６】
　不織布としては、スパンレース、ニードルパンチ、メルトブローン、サーマルボンド、
スパンポンド、ケミカルボンド等の不織布を使用することができる。不織布の構成繊維と
しては、ポリオレフィン系、ポリエステル系、ポリアミド系、の各繊維、ポリエチレン／
ポリプロピレンまたはポリエステルの複合繊維等を使用することができる。
【００５７】
　コア４は、フラッフパルプと高吸収性ポリマー粒子との混合物であり、所要の厚みに圧
縮されている。コア４の接合、シート２，３，１５，２０やテープ１２の固着、弾性部材
１０，１１の取り付けには、ホットメルト接着剤等の接着剤や粘着剤、または、熱溶着の
技術を利用することができる。
【００５８】
　止着用テープ１２としては、非伸縮性のプラスチックシートの他に、弾性的な伸長性を
有する合成ゴムや天然ゴム等のエラストマー、または、それらエラストマーを伸長状態で
不織布に固着したものを使用することもできる。伸長性を有する止着用テープ１２を使用
した場合は、胴周り用弾性部材１０および脚周り用弾性部材１１の張力と止着用テープ１
２の張力とによって胴周り開口６と脚周り開口７との閉塞状態の保持を向上させることが
できる。
【００５９】
　止着用テープ１２各々は、前胴周り域３０の両側縁部１ａ，１ｂに取り付けられていて
もよく、一方の止着用テープ１２が後胴周り域３２の一方の側縁部１ａに取り付けられ、
他方の止着用テープ１２が前胴周り域３０の他方の側縁部１ｂに取り付けられていてもよ
い。
【００６０】
　第１部分１２ａの縦方向両端部１２ａ２は、裏面シート３とティッシュペーパー５との
間に介在させた状態で、容易に剥離することがないように、裏面シート３とティッシュペ
ーパー５と少なくとも一方に固着されていてもよい。
【００６１】
　胴周り用弾性部材１０は、前胴周り域３０と後胴周り域３２との少なくとも一方におけ
る胴周り開口６の縁部８に沿って伸長状態で取り付けられていればよいが、止着用テープ
１２は、胴周り用弾性部材１０が取り付けられている胴周り域の両側縁部１ａ，１ｂに配
置されることが必要である。
【００６２】
　裏面シート３が不織布で形成されている場合は、止着用テープ１２に粘着剤を塗布する
ことの他に、フック部材を取り付けることもできる。フック部材が不織布の繊維に引っ掛
かることで止着テープ１２が裏面シート３の外面に係着される。フック部材を使用した場
合では、剥離シートとしてループ部材を使用することができる。
【００６３】
【発明の効果】
　本発明に係るパンツ型の使い捨ておむつによれば、おむつの両側縁部と並行して縦方向
へ延びる止着用テープの第１部分の縦方向両端部が、胴周り開口と脚周り開口との縁部に
伸長状態で取り付けられた胴周り用弾性伸縮性部材と脚周り用弾性伸縮性部材とにつなが
った状態で、それら開口の縁部に固着されているので、止着用テープ各々をおむつの横方
向外方へ引っ張ったときに、弾性部材各々が横方向外方へ伸長する。
【００６４】
　止着テープ各々を丸められたおむつの外周面に止着すると、止着テープ各々によってお
むつの丸められた状態が保持されるとともに、弾性部材各々の張力によって胴周り開口と
脚周り開口との閉塞状態が保持される。丸められたおむつでは、それら開口が口を開ける
ことはなく、排泄物や臭気がそれら開口から漏れてしまうことがない。
【００６５】
【００６６】
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【図面の簡単な説明】
【図１】　後胴周り域の側から示すパンツ型の使い捨ておむつの部分破断斜視図。
【図２】　図１のＡ－Ａ線断面図。
【図３】　廃棄するために丸められた図１のおむつの斜視図。
【図４】　 後胴周り域の側から示すおむつの部分破断斜視図。
【図５】　図４のＢ－Ｂ線断面図。
【図６】　廃棄するために丸められた図４のおむつの斜視図。
【図７】　他の 後胴周り域の側から示すおむつの部分破断斜視図。
【図８】　図７のＣ－Ｃ線断面図。
【図９】　図７のＤ－Ｄ線断面図。
【図１０】　廃棄するために丸められた図７のおむつの斜視図。
【図１１】　他の 後胴周り域の側から示すおむつの部分破断斜視図。
【図１２】　図１１のＥ－Ｅ線断面図。
【図１３】　図１１のＦ－Ｆ線断面図。
【図１４】　廃棄するために丸められた図１１のおむつの斜視図。
【符号の説明】
　１　　　　　　　パンツ型の使い捨ておむつ
　１ａ，１ｂ　　　両側縁部
　２　　　　　　　透液性表面シート
　３　　　　　　　不透液性裏面シート
　５　　　　　　　吸液性コア
　６　　　　　　　胴周り開口
　７　　　　　　　脚周り開口
　８　　　　　　　縁部
　９　　　　　　　縁部
１０　　　　　　　胴周り用弾性伸縮性部材
１１　　　　　　　脚周り用弾性伸縮性部材
１２　　　　　　　止着用テープ
１２ａ　　　　　　第１部分
１２ａ１ 　　　　　中央部
１２ａ２ 　　　　　縦方向両端部
１２ｂ　　　　　　第２部分
３０　　　　　　　前胴周り域
３１　　　　　　　股下域
３２　　　　　　　後胴周り域
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】
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